
　 解 放 出 版 社 提 供

　「橋のない川」のパネル展と同時開催したこの上映会は、初めての試みとして人権セン

ターで実施しました。

　「橋のない川」は今井正 監督と東 陽一監督が手がけた２つの作品があります。

　今回上映したのは、東 陽一監督の作品です。       

　人権センターのフリースペースにスクリーンを設置し、ゆっくり観ていただきました。
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●人権週間「人権啓発パネル展」・「橋のない川」上映会

 人権啓発パネル展（12月4日～11日）

原作者の住井すゑさんのことば 

「人類の母性は、人以上の人を 

うまず、人以下の人をうまず」

そうだね！

映画「橋のない川」上映（12月4日～11日）

じんけんしゅうかん　じんけんけいはつ　　　　 てん　　　はし　　　　　　かわ　じょうえいかい

じんけんけいはつ　　　　　　てん　　　　 がつ　　か　　　　　にち

　　　はし　　　　　　かわ　　　　　　　　　　てん　　どう じ かいさい　　　　　　　　じょうえいかい　　　　はじ　　　　　　こころ　　　　　　　　じんけん

　　　　　　じっし

　　　はし　　　　　　かわ　　　　いま いただしかんとく　 ひがしよういちかんとく　　 て　　　　　　　　　　　　　さくひん

　　こんかいじょうえい　　　　　　　　　　ひがし　よういちかんとく　　　さくひん

　　じんけん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　せっ ち　　　　　　　　　　　　 　み

えいが　　　はし　　　　　　かわ　　じょうえい　 がつ　　か　　　　　にち

かい ほう しゅっぱん しゃ てい きょう

げんさくしゃ　すみい

じんるい　 ぼせい　　 ひといじょう　ひと

　　　　　　　ひとい か　　ひと
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「橋のない川」のビデオはじっくり

観たいと思っていたので、今回の取

組みは良かったです。「差別」はいけ

ないと、みんな頭では思っていても現

実は違います。「人権を大切に！」と

あえて言わなくても良いような世の中

になってほしいと思います。

「思いやり」を持ち、困っている人に

は自然と手をさしのべることのできる

人ばかりになってほしいものです。

数十年ぶりに観ました。

胸が苦しくなる場面が多い

のですが、今は昔とちがい、

賤称語も聞くこともなく、

ずいぶん減ったなと思いま

す。このような時代があっ

たことをしっかり知ってお

くことは大事だなと思いま

した。いい機会でした。 

初めて観ましたが、とても胸が熱くなる映画でした。

小学生の時に、桂川町をフィールドワークして学習したことを思い出しました。 

“この町でもこのようなことがあったのか”と小学生ながらに驚き、くやしい

思いをしたことがよみがえってきました。

この映画は、いくつも差別の実態がちりばめられており、特に小さな子たちが

言われのない差別に抑圧されている姿はつらいものがありました。 

私も「部落差別はダメ」と思っていても、女性差別、外国人差別、障害者差別

など気づかないところで無意識に行っているやもしれません。今日は、そんな自

分を見つめ直す機会になりました。

１９９２年制作  　出演者

原作者：住井すゑ　　大谷直子、中村玉緒、

監　督：東　陽一　　杉本哲太、渡部篤郎、

            　高岡早紀、辰巳琢朗ほか

・とても楽しくきかせていただきました。その中で「差別とは」をわかり

　やすく話してくださり、うなづくばかりでした。たくさん笑いました。

・とても良かった。お話が聞けて良かったです。差別についてわかりやす

　くストレートに心に伝わりました。

・笑いの中にチラッと出る差別問題、きちっと捉えなければと思うと頭の

　体操になります。

また聞きたいと

いう声がたく

さんだったよ！

それだけ笑顔で

人権問題を学

べたんだね！

●人権出前講座 希望の講師を招いて

人権について学びます

６月に弥栄区、

11月に寿命区で、

人権出前講座を

しました。

笑いの中に

人権について

の話がたくさ

んあり、うな

ずけましたね

演　題　　『笑顔で考える人権問題』
講　師　　矢 野 大 和 氏

大分県佐伯市の神社の宮司のかたわら、大分県

南落語組合会長をされています。全国各地で、 

人権に関する講演をされています。
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